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今
年
3
月
に
韓
国
に
渡
っ
た
豊

岡
生
ま
れ
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
そ

の
後
も
滞
在
し
、
来
秋
に
放
鳥
を

計
画
す
る
同
国
の
多
く
の
人
々
に

温
か
く
見
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
続
く
よ
う

に
、〝
田
ん
ぼ
と
生
き
も
の
の
大

切
さ
〞
に
つ
い
て

考
え
る
子
ど
も
イ

ベ
ン
ト「
世
界
一

田
め
に
な
る
学

校
」も
海
を
越
え

ま
し
た
。

　
「
世
界
一
田
め

に
な
る
学
校
in
韓

国
」は
、
生
物
多

様
性
条
約
第
12

回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
12
）の
会
期
に
合
わ
せ
て
、

10
月
6
日
に
高ゴ

揚ヤ
ン

市
で
開
催
し
ま

し
た
。
現
地
の
自
治
体
・
団
体
と

宮
城
県
大
崎
市
、
新
潟
県
佐
渡
市
、

豊
岡
市
の
共
催
で
す
。

　

本
市
か
ら
は
、
5
人
の
小
学
生

が
参
加
し
、
環
境
保
護
に
取
り
組

む
日
韓
両
国
の
子
ど
も
た
ち
と
交

▲アイロンあての基本を実践
で学ぶ

▲子どもたちが豊岡市での取組みを発表

▲アンドロイド演劇「変
身」の１場面（左は、女
優のイレーヌ・ジャコ
ブさん）

〜
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
に
韓
国
に
渡
る
！
〜

「
世
界
一
田
め
に
な
る
学
校 

in 

韓
国
」開
催

〜
家
庭
で
実
践
し
ま
す
〜　

男
女
共
同
参
画
モ
デ
ル
地
区
事
業

「
男
性
向
け
ア
イ
ロ
ン
あ
て
講
習
会
」開
催

世
界
初
公
開
！　

新
型
ア
ン
ド
ロ
イ
ド　

リ
プ
リ
ー
Ｓ
１
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

【
9
月
】

12
日
・
神
鍋
線
乗
っ
て
守
ろ
う
市

民
運
動
推
進
協
議
会
決
起

集
会
、
路
線
バ
ス
活
性
化

運
行
事
業
協
定
書
締
結
式

15
日
・
豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン（
〜

17
日
、
東
京
）

17
日
・
東
京
大
学
豊
岡
実
習（
〜

20
日
）

25
日
・
玄
さ
ん
元
気
教
室
大
交
流

会

27
日
・
と
よ
お
か
景
観
フ
ォ
ー
ラ

ム
2
0
1
4（
全
国
町
並

み
ゼ
ミ
豊
岡
大
会
プ
レ
ゼ

ミ
大
会
）

【
10
月
】

1
日
・
地
域
お
こ
し
企
業
人
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西

日
本
社
員
派
遣
受
け
入
れ

2
日
・
第
69
回
国
民
体
育
大
会
・

第
14
回
全
国
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
の
豊
岡
市
出
身

選
手
激
励
会
・
報
告
会

4
日
・
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
版「
変
身
」本

市
で
世
界
初
演（
〜
5
日
）

　
　

・
2
0
1
4
世
界
一
田
め
に

な
る
学
校
in
韓
国（
〜
8

日
、
韓
国
）

6
日
・
台
風
23
号
メ
モ
リ
ア
ル
事

業
災
害
写
真
展（
〜
16
日
）

7
日
・
日
韓
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復

帰
フ
ォ
ー
ラ
ム（
韓
国
）

8
日
・
と
よ
お
か
家
族
の
日

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

9
月
15
日
、
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
モ
デ
ル
地
区
の
祥
雲
寺

区
が「
男
性
向
け
ア
イ
ロ
ン
あ
て

講
習
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
で
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
を
営

む
衣
川
克
典
さ
ん
は
、
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
店
と
家
庭
で
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
の
違
い
や
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
と
水
洗
い
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
違

い
な
ど
を
、
実
験
を
交
え
て
分
か

り
や
す
く
話
し
ま
し
た
。

　

9
月
27
日
、
城
崎
国
際
ア
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
、
新
型
ア
ン
ド
ロ
イ

ド（
人
間
に
そ
っ
く
り
な
ロ
ボ
ッ

ト
）リ
プ
リ
ー
Ｓ
１
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

公
募
に
よ
る
中
学
生
〜
高
校
生

が
参
加
し
、
大
阪
大
学
石
黒
研
究

室
／
C
S
C
D
の
力
石
武
信
さ
ん

か
ら
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
仕
組
み

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

一
般
的
な
ロ
ボ
ッ
ト
の
動
き
は
モ

ー
タ
ー
で
行
い
ま
す
が
、
リ
プ
リ

ー
Ｓ
１
は
エ
ア
ー
で
動
か
す
の
で
、

動
き
が
柔
軟
で
、
静
粛
性
に
優
れ

　

参
加
者
は
、
実
際
に
ワ
イ
シ
ャ

ツ
な
ど
に
ア
イ
ロ
ン
を
あ
て
な
が

ら
、
基
本
を
教
わ
り
ま
し
た
。

て
い
ま
す
。
ま
た
、
顔
も
動
か
す

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
表
情
を
上

手
に
表
わ
せ
ま
す
。

　

こ
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
は
、
10
月

4
・
5
日
に
上
演
さ
れ
た
ア
ン
ド

ロ
イ
ド
版『
変
身
』に
出
演
し
、
大

役
を
務
め
ま
し
た
。

流
し
ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書

き
込
ん
だ
記
念
の
旗
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ

12
の
会
場
で
も
披
露
さ
れ
、
世
界

中
か
ら
集
ま
っ
た
人
た
ち
の
も
と

に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
豊
岡
で
学

び
、
考
え
、
実
践
し
て
き
た
こ
と

が
、
韓
国
へ
、
世
界
へ
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

　

真
野
副
市
長
は
、
豊

岡
か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

渡
っ
た
金キ

海メ

市
を
訪
問
。

故
盧ノ

武ム

鉉ヒ
ョ
ン

大
統
領
の
秘

書
官
や
地
元
住
民
な
ど
、

多
く
の
人
の
歓
迎
を
受

け
、
手
を
携
え
て
歩
み

を
進
め
て
い
く
意
志
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
14
日
に
開
催
さ
れ

た
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
12
の
パ
ラ
レ
ル
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
日
本
の
自
治
体
を
代

表
し
て
豊
岡
の
取
組
み
を
報
告
。

地
域
づ
く
り
と
一
体
的
に
、
農
家

や
企
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た

ち
と
進
め
て
い
る
取
組
み
に
関
心

が
集
ま
り
ま
し
た
。
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〜
テ
ー
マ
は「
昭
和
の
豊
岡
を
歩
く
」〜

「
と
よ
お
か
景
観
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４（
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
豊
岡
大
会
プ
レ
ゼ
ミ
大
会
）」開
催

〜「
み
ん
な
で
楽
し
く
健
康
づ
く
り
」が
広
が
っ
て
い
ま
す
〜

「
玄
さ
ん
元
気
教
室
大
交
流
会
」を
開
催

　

平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
ら
の
、
１
カ
月

に
わ
た
る
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
の
日
仏
共
同
制
作
が
終
わ

り
、
フ
ラ
ン
ス
人
俳
優
ら
も
次
の

舞
台
へ
と
旅
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

原
作
・
カ
フ
カ
の「
変
身
」は
、

主
人
公
が
朝
起
き
た
ら
大
き
な
毒

虫
に
変
わ
っ
て
い
た
と
い
う
物
語

で
す
が
、
平
田
版「
変
身
」は
ア
ン

ド
ロ
イ
ド（
ロ
ボ
ッ
ト
）に
変
わ
っ

て
い
た
と
い
う
設
定
で
す
。
外
見

は
人
間
で
は
な
い
け
れ
ど
息
子

（
兄
）の
自
我
を
持
つ
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
に
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
受
け

入
れ
て
い
く
家
族
。

　

人
間
が
人
間
で
あ
る
ゆ
え
ん
は

何
な
の
か
。
脳
な
の
か
、
意
識
、

感
情
な
の
か
。「
人
間
と
は
何
か
」

に
迫
る
素
晴
ら
し
い
演
劇
で
し
た
。

　

そ
れ
は
同
時
に
、
家
族
の
物
語

で
も
あ
り
ま
し
た
。
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
を
、
例
え
ば
寝
た
き
り
の
家
族

や
何
か
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
家

族
に
置
き
換
え
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
昨
日
ま
で
と
明
ら
か
に
違
う
。

け
れ
ど
、
な
お
家
族
で
あ
る
。

　

家
族
の
一
員
が
突
然
ア
ン
ド
ロ

イ
ド
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
か
の
よ

う
に
、
人
生
に
は
不
条
理
な
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
が
起
き
ま
す
。
時
と

し
て
そ
れ
は
と
て
も
厄
介
で
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
受
け

入
れ
、
耐
え
、
な
お
人
生
を
肯
定

し
な
が
ら
生
き
て
い
く
ほ
か
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
姿
が
、
私
に
は

い
と
お
し
く
さ
え
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
1
カ
月
、
象
徴
的
に
う
れ

し
か
っ
た
こ
と
。
ま
ず
、
平
田
さ

ん
が
自
転
車
を
買
わ
れ
た
こ
と
。

こ
れ
か
ら
何
度
も
来
る
よ
、
と
。

次
に
、
9
月
中
旬
、
俳
優
の
ジ
ェ

ロ
ー
ム
・
キ
ル
シ
ャ
ー
さ
ん
ら
と

東
京
に
行
っ
た
と
き
、「
早
く
城
崎

に
帰
り
た
い
」と
言
わ
れ
た
こ
と
。

　

俳
優
た
ち
に
辞
令
を
交
付
し
ま

し
た
。「
あ
な
た
は
豊
岡
市
に
滞
在

し
、
温
泉
を
楽
し
み
、
狂
言
を
鑑

賞
し
、
お
寿
司
を
食
べ
、
浴
衣
で

温
泉
街
を
散
策
さ
れ
る
な
ど
、
大

い
に
豊
岡
の
暮
ら
し
を
楽
し
ま
れ

ま
し
た
。
よ
っ
て
、
あ
な
た
は
、

帰
国
後
も
豊
岡
の
良
さ
を
人
々
に

伝
え
続
け
る
責
務
を
負
っ
て
い
る

も
の
と
考
え
ま
す
。
豊
岡
市
長
は
、

愛
を
込
め
て
あ
な
た
を
豊
岡
市
の

（
駐
フ
ラ
ン
ス
）大
使
に
任
命
い
た

し
ま
す
」

　

豊
岡
生
ま
れ
の「
変
身
」は
、
こ

れ
か
ら
世
界
を
駆
け
巡
り
ま
す
。

6
人
の
フ
ラ
ン
ス
の
友
人
た
ち 84

　
「
玄
さ
ん
元
気
教
室
」は
、
現
在

50
の
区
・
団
体
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

9
月
25
日
、
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

で
、
同
教
室
参
加
者
が
一
堂
に
会

す
る
大
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
実
践
報
告
や
モ
デ
ル

地
区
で
の
教
室
実
施
2
年
後
の
血

液
検
査
結
果
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
、

テ
ー
マ
ご
と
に
三
つ
に
分
か
れ
て

行
い
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ「
活
動
に
取
り
入
れ
て

み
て
、
好
評
だ
っ
た
こ
と
。
今
後
、

取
り
入
れ
て
み
た
い
こ
と
」と「
活

動
を
継
続
す
る
た
め
に
行
っ
て
い

る
工
夫
。
今
後
、
取
り
入
れ
て

み
た
い
こ
と
」の
話
し
合
い
で
は
、

ゲ
ー
ム
や
歌
、
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム

な
ど
を
入
れ
、
楽
し
く
参
加
で
き

る
よ
う
に
す
る
必
要
性
が
挙
が
り

ま
し
た
。

　
「
来
な
く
な
っ
た
人
が
再
度
参

加
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
」の

　

全
国
町
並
み
ゼ
ミ
は
、
歴
史
的

な
集
落
や
町
並
み
で
、
歴
史
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
全
国
の
地
元
団
体
と
特
定

非
営
利
法
人
の
全
国
町
並
み
保
存

連
盟
が
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
に
本
市
で
開
催
さ
れ

る「
第
38
回
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
豊

岡
大
会
」の
開
催
に
先
立
ち
、
9

月
27
日
に
プ
レ
ゼ
ミ
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
豊
岡
中
心
市
街
地

の
復
興
建
築
群
や
寿
ロ
ー
タ
リ
ー

な
ど
、
歴
史
あ
る
ま
ち
並
み
を
、

説
明
を
聞
き
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　

ま
た「
と
よ
お
か
景
観
大
賞

2
0
1
4
」の
発
表
や
全
国
町
並

み
ゼ
ミ
の
紹
介
、
豊
岡
中
心
市
街

地
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は「
昭
和

の
豊
岡
を
活
か
す
た
め
に
私
た
ち

の
で
き
る
事
」を
テ
ー
マ
に
、
参

加
者
が
、
ま
ち
並
み
を
歩
い
て
気

が
付
い
た
こ
と
や
、
印
象
に
残
っ

た
こ
と
を
基
に
、
ま
ち
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ

テ
ー
マ
で
は
、
普
段
か
ら
声
を
掛

け
る
、
イ
ベ
ン
ト
で
呼
び
掛
け
る

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

▲熊本大学教授の都竹茂樹さんの
指導で、全員でスクワット▲ワークショップの様子

ア
を
出
し
、
活
発
な
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。


